
コンクリートパイル           

 記事提供：北陸信越コンクリートパイル協同組合 
 
◎新潟・富山・石川３県の需要動向      
 
・新潟県：新潟県における平成３０年度１月～３月期の需要は、県計で前年同期と比べて６７％増と上

回った。この要因としては、前年同期に需要のあった中越地区で需要がなかったものの下越
地区で前年同期と比べて１２５％増と上回ったためである。 

                        (平成２９年度１月～３月期：前年同期比７３％減) 
  
・富山県：富山県における平成３０年度１月～３月期の需要は、県計で前年同期と比べて３００％増と

大きく上回った。この要因としては、前年同期に需要のなかった東部地区で需要があったこ
とと西部地区が前年同期と比べて２００％増と上回ったためである。 

                                             (平成２９年度１月～３月期：前年同期並み) 
     
・石川県：石川県における平成３０年度１月～３月期の需要は、県計で前年同期と比べて２００％増と

大きく上回った。この要因としては、前年同期に需要のなかった能登地区で需要が     
あったことと, 加賀地区が前年同期と比べて１００％増と上回ったためである。 

                                           (平成２９年度１月～３月期：前年同期比５０％減) 
 
・ ３県：３県合計の平成３０年度１月～３月期の需要は、前年同期と比べて１１３％増と上回った。

この要因としては、前年同期と比べて新潟県が６７％増, 又,富山県, 石川県でも前年同期
を大きく上回ったためである。 

                       (平成２９年度１月～３月期：前年同期比６８％減) 
 

 
 

コンクリートパイル需要量の推移（１月～３月期） 
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(単位：千t、%)

平成29年度

年　計 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 累計

▲95 - - ▲100 -
0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1
10 ▲50 0 ▲33 ▲100

2.2 0.2 0.7 0.6 0.0
14 ▲77 ▲31 64 125

5.0 0.5 0.9 1.8 0.9 4.1
▲100 - - - -

0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1
▲17 ▲69 ▲20 14 67
7.3 0.8 1.6 2.4 1.0 5.8

▲50 0 - 0 -
0.3 0.2 0.7 0.1 0.1
67 - 0 ▲100 200

0.5 0.6 0.3 0.0 0.3 1.2
▲11 300 233 ▲50 300
0.8 0.8 1.0 0.1 0.4 2.3

▲50 0 ▲100 ▲100 100
0.4 0.1 0.0 0.0 0.2 0.3

▲67 ▲100 - - -
0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1

▲55 ▲50 ▲100 ▲100 200
0.5 0.1 0.0 0.0 0.3 0.4

▲20 ▲43 8 4 113
8.6 1.7 2.6 2.5 1.7 8.5
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（注）･上段は前年同期との比較 

･集計は、会員7社 
･数量は、普通杭のみの集計である 



◎北陸３県４工場の出荷量 
  

新潟県－新潟県２工場計の平成３０年度１月～３月期の当該県における需要のほか、近隣県外
への出荷を含めた出荷量は、県計で前年同期と比べて１４％減と下回った。 

                            (平成２９年度１月～３月期：前年同期比５０％減)            
 
                         
富山県－富山県２工場計の平成３０年度１月～3月期の当該県における需要のほか、近隣県外

への出荷を含めた出荷量は、県計で前年同期と比べて７００％増と上回った。 
(平成２９年度１月～３月期：前年同期比６７％減) 

 
石川県－工場なし 

 
 

３県計－北陸３県４工場計の平成３０年度１月～３月期の出荷量は、前年同期と比べ３３％増
と上回った。これは新潟県２工場計が１４％減と下回ったものの,富山県の２工場計
が７００％増と前年同期を大きく上回ったためである。 

       (平成２９年度１月～３月期：前年同期比５２％減) 
 

 
 

コンクリートパイル出荷量の推移（１月～３月期） 
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(単位：千t、%)

平成29年度

年　計 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 累計

9 ▲42 ▲46 50 ▲85
8.7 2.2 1.3 1.8 0.2 5.5

▲ 18 ▲50 ▲27 ▲24 ▲69
8.2 1.7 1.1 1.3 0.5

▲ 44 ▲64 0 ▲50 ▲30
1.0 0.5 0.4 0.4 0.7 2.0

▲ 5 ▲62 25 ▲29 900
5.4 0.9 1.5 1.2 1.0 4.6

▲ 31 ▲ 7 ▲10 95 200
7.2 2.6 1.9 3.7 1.2 9.4

▲ 25 50 17 133 78
0.9 1.5 1.4 2.1 1.6

3 ▲50 ▲22 3 ▲14
14.1 3.1 2.8 3.0 1.2 10.1

▲ 25 ▲31 ▲17 39 ▲15
15.4 4.3 3.0 5.0 1.7 14.0

▲ 37 ▲17 13 47 21
1.9 2.0 1.8 2.5 2.3 8.6
14 100 71 ▲75 700

1.6 0.8 1.2 0.1 0.8 2.9
▲ 26 82 0 ▲50 100

3.7 2.0 0.9 0.6 1.0
33 117 0 50 ▲50

0.4 1.3 0.3 0.3 0.2 2.1
- - - - -
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- - - - -
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14 100 71 ▲75 700
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8.0 2.9 2.1 2.4 3.2 10.6
33 117 0 50 ▲50

0.4 1.3 0.3 0.3 0.2 0.2
4 ▲41 ▲ 7 ▲ 6 33

15.7 3.9 4 3.1 2 13.0
▲ 24 ▲18 ▲ 2 42 17
23.4 7.2 5.1 7.4 4.9 24.6

▲ 30 10 11 47 9
2.3 3.3 2.1 2.8 2.5 2.5
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（注)・上段は前年同期との比較 

・新潟県の上越・佐渡地区及び石川県は工場なし。 
・上表は、新潟県・富山県の在籍工場分を集計（３県以外への出荷を含む） 
・数量は、普通杭のみの集計である 


